
従

容

録

を

め

ぐ

る

諸

問

題

-
そ

の
日
本
で
の
受
容
に
つ
い
て
-

永

井

政

之

〔従
容
録
〕
は
、
宏
智
正
覚
の
頒
古

一
〇
〇
則
に
対
し
て
、
元
の
万

松
行
秀
が
拮
弄
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
先

達

の
多

く
論
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
小
論
で
は
、
日
本
曹
洞
宗
に

お
け
る

〔従
容
録
〕
の
受
容
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
証
を
な
し
て
み
た

い
。さ

て

〔従
容
録
〕
の
日
本

へ
の
渡
来
の
時
期
で
あ
る
が
、
か

つ
て
も

論
じ
た

よ
う
に
、
そ
の
年
次
は
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い
。
た
だ
現
存
で

は
、

一
応
最
古
の
注
釈
で
あ
る

〔従
容
録
弁
〕
の
成
立
が
、
天
文
年
間

(
一
五
三
二
-

一
五
五
五
)
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
を
み
れ
ば
、
少
な
く
と

も
そ
れ
以
前
-

一
六
世
紀
半
ば
以
前
-

に
は
、
日
本

へ
渡
来
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な

み
に
、

〔従
容
録
〕
の
成
立

は
、
元
太
祖

一

九
年

(
一
二
二
四
)
で
あ
る
が
、
現
行
の
も
の
は
明
万
暦
三
五
年

(
一
六

〇
七
)
に
、
徐
琳

が

〔請
益
録
〕
と

と
も

に
開
版
し
た

そ
れ
を
承
け

る
。

つ
ま
り

〔従
容
録
弁
〕
を
筆
受
し
た
自
香
な
る
人
物
は
、
徐
琳
に

よ
る
刊
行

以
前
の
刊
本
を
み
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
管
見
で
は
、
自
香

は
裏
表
紙
に
天
文

一
一
年

(
一
五
四
二
)
の
年
記

と
道
歌
を
認
め
る
。
あ

る
い
は
こ
れ
を
筆
・写
年
と
み
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
江
戸
時
代
以
後
、
現
代

に
至
る
ま
で
、
実
に
種

々
な
る
形
で

〔従
容
録
〕
が
刊
行
さ
れ
る
b

〔禅
籍
目
録
〕
に
よ
れ
ば
、

明
治
以
前
に
成
立
し
た
も
の
だ
け
で
も
二
〇
余
種
を
数
え
う
る
。

こ
れ

ら
を
大
別
す
れ
ば
、

い
わ
ゆ
る
語
釈
に
終
始
す
る
も
の
と
、
あ
く
ま
で

達
意
的
な
解
釈
を
な
す
も
の
と
の
二
系
統
と
な
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の

中
か
ら
、
特
色
あ
る
も
の
の
い
く

つ
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

前
者
の
う
ち
、
ま
ず

〔従
容
録
事
略

(紗
)〕

の
存
在
は
注
意
し
て
よ

い
。
此
書
は
、
肥
前
円
応
寺
九
世
の
松
雲
宗
融

(
一
六
〇
九
-

一
六
六
四
)

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

一
五
巻
と
い
う
大
部

な

る
も

さ
る
こ
と
な
が

ら
、

〔従
容
録
〕
の
本
分
と
は
別
行
し
た
形
で
逐
語
的
解
釈

を
な
す

と

い
う
点
で
唯

一
の
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
宗
融

は
、
か

つ
て
隠
元
に
も

参
学
し
た
経
験
も
あ

っ
て
、
中
国
禅

へ
の
造
詣

も
深

い
と
推
測

し
う

る
。

そ
れ
ら
の
素
養
が
、
〔従
容
録
事
略
〕
成
立
の
要
因

と
な

っ
た

の

従
容
録
を
め
ぐ

る
諸
問
題
 
(
永

井
)
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で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
内
容
が
逐
語
に
す
ぎ
て
煩
磯
と
な
り
、
か
え

っ
て

〔従
容
録
〕
の
本
文
理
解
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
面
も
あ
る
こ
と
は
否
め

な
い
。

次
に
は
、
常
陸
大
雄
院
や
下
野
大
中
寺
に
所
住
し
た
連
山
交
易

(
一

六
三
五
-

一
六
九
四
)
に
よ
る

〔首
書
従
容
録
〕
が
あ
る
。
そ
の
成
立
は

天
和
年
間

(
一
六
六
一
-

一
六
八
四
)
と
い
う
。
承
応
三
年

(
一
六
五
四
)

の

〔空
谷
集
〕
に

お
け
る

一
貞
融
頓
の
序
は
、
連
山
に

〔碧
巌
集
〕
〔従

容
録
〕
〔
空
谷
集
〕
〔虚
堂
集
〕
を
纒
め
た

〔四
家
録
〕
が
あ

っ
た
こ
と

を
言
う
が
、
そ
れ
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
連
山
の
中
国
禅
、

さ
ら
に
言

う
な
ら
、
中
国
文
化
に
対
す
る
関
心
は
強
い
。
連
山
の
学
問
に
つ
い
て

は
、
又
、
別
の
機
会
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
彼
が

当
代
屈
指

の
学
僧
で
あ

っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
連
山
は
多
分
、
宗

融
の
業
績
を
踏
ま
え
た
上
で
、
自
ら
の

〔従
容
録
〕
を
刊
行
す
る
。
そ

こ
で
は
語
釈
は
、
首
書
本
と
い
う
性
格
も
あ

っ
て
、
必
要
最
小
限

の
も

の
と
な
る
。
例
え
ば
、
第

一
則

に
お
け

る
本
則

の
著
語

「今
日
不
著

便
」
を
み
る
と
、
宗
融
が

「
四
家
ノ
語
臨
済

ノ
録
、
師
到
金
牛
、
云

々
」

と
、
臨
済

と
金
牛
の
問
答
の
全
文
を
引
く
の
に
対
し
、
連
山
は

「
金
牛

之
語
、
見
臨
済
語
録
行
録
部
」
と
、
該
当
の
出
典
を
指
示
す
る
の
み
に

留
め
て
い
る
。
勿
論
、
宗
融
が
語
釈
を
省
い
た
も
の
で
も
、
連
山
が
釈

す
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
も
の
逆
も
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
連
山

が
宗
触
の
語
釈
に
満
足
し
て
い
な
い
こ
と
は
確
実
と
言
え
よ
う
。

な
お
、

前
二
書

の
ほ
か
に
、
太
淳
宗
古
に
は

〔頭
書
従
容
録
〕
が
あ

る
が
、
此
書
は
そ
の
内
題

「
天
童
覚
和
尚
頚
古
報
恩
老
人
著
語
」
が
示

す
よ
う
に
、
あ
く
ま
で

〔宏
智
頒
古
〕
に
注
目
し
た
も
の
で
、
す
で
に

本
文
の
段
階
で
評
唱
等
を
欠
く
た
め
、

こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

次
に
、
先
に
述
べ
た
自
香
筆

〔従
容
録
弁
〕
を
壁
頭
と
す
る
拮
提
本

の
存
在
が
あ
る
。
い
ま

〔禅
籍
目
録
〕
や
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会

の
蒐
書

目
録
を
参
考
と
し
、
ほ
ぼ
同
系
列
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
駒
大

図
書
館
所
蔵
本
を
中
心
に
纒
め
つ
つ
列
挙
す
る
と
左
の
如
く
な
る
。

(1)
 
従
容
録
弁

二
冊

天
文

=

年

自
香
筆

(2)
 
従
容
録
弁
注

二
冊

慶
応
元
年

俊
瑞
写

(3)
 
従
容
録
弁
解

一
冊

天
柱
伝
尊

明
治

二
二
年

嶽
尾
泰
苗
写

(4)
 
従
容
録
弁
解

二
巻
二
冊

天
桂

章
繁
育
道
校

明
治

一
六
年
刊

(5)
 
従
容
録
弁
個
楼
紗
天
桂
和
尚
弁

一
冊

天
桂

昭
和
三
年
写

(6)
 
従
容
録
弁
解
招
抄

二
巻
二
冊

写

(7)
 
従
容
録
攣
・中

三
冊

黙
要
地
雷
写

(8)
 
従
容
録
砂

三
冊

育
道
英
順
写

働

従
容
録
砂

二
冊

写

(10)
 
従
容
録
聞
解

二
巻

天
桂

写

松
江
清
光
院
蔵

(11)
 
従
容
録
聞
解

一
巻

天
桂

写

松
江
清
光
院
蔵

働

嬰
児
和
解

二
巻

写

(13)
 
従
容
録
略
紗

三
冊

天
保
七
年

千
拙
写

(14)
 
従
容
録
随
聞
記

二
冊

安
政
三
年

南
翁
景
置
写

(15)
 
従
容
録
弁
解

一
巻

写

金
沢
大
乗
寺
蔵

筆
者
、
筆
写
の
年
代
な
ど
の
差
が
あ
る
が
、

右
の
写
本
の
う
ち
、

い
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く

つ
か
を
除
い
て
内
容
に
よ

っ
て
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
と

同
時
に
、
〔従
容
録
〕
の
名
を
冠
し
て
は
い
る
も
の
の
、
〔従
容
録
〕
の

全
体
に
亘
り
拮
弄
し
た
も
の
は
、
13
と
14
の
み
で
あ
る
こ
と
は
注
意
し

て
よ
い
。
明
治

一
六
年
に
章
繁
育
道
が
校
訂
刊
行
し
た
4
で
さ
え
も
、

評
唱
の
部
分
を
欠
く
と
い
う
結
果
で
あ
り
、

5
は
本
則
の
み
、
15
は
頽

の
み
の
提
唱
記
録
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
如
何
に
つ
い
て
速
断
は
避
け

る
が
、

一
つ
は

〔宏
智
碩
古
〕

へ
の
関
心
の
高
さ
と

〔碧
巌
録
〕

の
重

み
が
、
逆
に
評
唱

へ
の
魅
力
を
半
減
せ
し
め
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

で
き
よ
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、

こ
れ
ら
の
拮
弄
の
う
ち
天
桂
伝
尊

の
拮
弄
に
依

る
と
さ
れ
る
い
く

つ
か
を
ま
ず
見
よ
う
o
2
か
ら
12
ま
で
の

一
一
本
で

あ
る
。

こ
の
う
ち

6

・
7

・
8

・
9

・
12
は
、
〔禅
籍
目
録
〕
で
は
、

天
桂
の
も
の
と
し
て
は
し
て
い
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
も
の
が
、
天

桂
と
さ
れ
る
た
め
、

一
応
、
天
桂
の
も
の
と
考
え
て
み
た
。
ま
た
15
は

〔曹
洞
宗
全
書
〕
(解
題
)
で
も
天
桂
の
拮
弄
と
い
う
こ
と
に
疑
問
を
呈

し
て
い
る
し
、
内
容
的
に
も
天
桂
の
ど
の
注
釈
と
も
関
連
性
を
欠
い
て

い
る
た

め
、
こ
こ
で
は
別
と
み
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
問
題
な
の
は
4

で
あ
る
。
4
の
校
訂
者
で
あ
る
阜
繁
育
道
は
、
此
書
刊
行
の
理
由
を

凡
筆
写
者
、
無
不
有
誤
字
、
又
莫
無
謬
句
。
已
有
誤
字
有
謬
句
。
胡
可
得
原

意
不
変
哉

(同
書
、
校
訂
序
)

と
述

べ
る
。

つ
ま
り
育
道
が
知
っ
て
い
る
範
囲
で
も

〔従
容
録
弁
解
〕

に
は
異
本
の
間
に
魚
魯
の
誤
り
の
甚
し
き

の
あ

っ
た

こ
と
を
窺

わ
せ

る
。
と
こ
ろ
が
4
に
つ
い
て
は
、
何
が
底
本
で
、
何
が
対
校
本
で
、
ど

こ
が
ど
う
誤

っ
て
い
た
の
か
な
ど
と
い
う
、

い
わ
ば
書
誌
学
的
な
こ
と

が
全
く
判
明
し
て
い
な
い
。
天
桂
の
拮
弄
と
は
言

っ
て
も
、
部
分
的
に

は
、
1
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
し
、
此
書
独
自

の
部
分
も
あ
る
。

4
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
措
く
。
他

の
も

の
を
み
る
と
、
2

・
5

・

8

・
10
を
第

一
の
系
統
、

3

・
6
・
9
を
第
二
の
系
統
、

7

・
11
を
第

三
の
系
統
、

12
を
第
三
の
系
統
に
近
い
存
在
と
見
倣
し
う
る
。

そ
れ
ぞ

れ
の
系
統
の
中
で
は
書
写
の
相
違
や
字
句
の
異
同
は
あ

っ
て
も
、
大
綱

に
お
い
て
大
き
な
変
り
は
な
い
。
し
か
し
各
系
統

の
間
で
は
ど
う
か
。

形
式
の
上
か
ら
み
れ
ば
、
各
系
統
の
間
で
共
通
す
る
の
は
、
評
唱
の
部

分

の
提
唱
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
と
り
合
え
ず
、

そ
れ
ら
の
第
二

則
の
m
頭
を
対
照
し
て
み
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

8

従

容

録

砂

示
衆

ト
有

ル

ハ
仏
祖
門
中
度

生
方
便

ノ
化
且
ハデ
是

レ
ニ

一

ツ

モ
実

ハ
無

イ
頻
喚

小
玉
元

是
無
事
只
檀
郎
声
認
得

セ
ン

ガ
為
ヂ

ヤ
只
夫
檀
郎

ガ
声

ヲ

聞
知

一
ツ
ジ

ヤ
若

シ
是

ヲ
聞

キ
知

タ
人

ナ
レ
バ
頻

二
呼

ニ

ハ
及

ン
然

レ
ド
モ
是

ヲ
聞
知

ル
知
音

ノ
ナ
イ
故

二
仏

々
祖

々
無
量

ノ
言
詞
方
便

ハ
有
事

ヂ

ヤ

3
従
容
録
弁
解

示
衆
日
碧
岩
垂

示
仏
事
門
中
化

儀

一
モ
実
ハ
ナ

(
マ

マ
)

シ
唯
坦
郎
力
為

(
マ

マ
)

念
認
徳
声
也

7

従

容

録

攣

中

ニ

ノ

先
万
松
老
人
寄
二
湛
然
居

ニ

ニ

士

一
書
篇
篇
皆
有

三
不
衆

ー

ノ

ト

ト
ア
レ
バ
碧
岩
垂

示
同

ジ

ニ

ハ

コ
ト

イ

ヤ

一
夜
碧
岩

垂

示

ト

ハ
ナ
イ
示
衆

ト
ア

ル

示
衆

モ
垂
示

モ
同
ジ

コ
ト

ナ

ノ

皆
仏
事
門
中
化
儀
ナ
レ
バ

タ

(
マ

マ
)

定
法

ハ
ナ
イ
唯
但
郎

が
士戸

メ

ヲ
認
得

セ
シ
メ

ン
為
斗

リ

従
容
録
を
め
ぐ
る
諸
問
題
 
(
永

井
)
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こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
同
じ
天
桂
の
提
唱
と
さ
れ
て
は
い
て
も
、
形

式
の
上
で
も
、
内
容
の
面
で
も
微
妙
な
言
い
ま
わ
し
の
上
で
の
差
の
あ

る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
れ
は
那
辺
に
起
因
す
る
の
か
。

一
つ
の
推
測

は
、
天
桂
の

〔従
容
録
〕
提
唱
が
、

一
度
き
り
で
は
な
く
頻
々
行
な
わ

れ
た
と
み
る
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

〔曹
全
〕
(史
伝
、
下
)
収
録

の

〔天
桂
年
譜
〕
は
、
〔碧
巌
録
〕
の
提
唱
の
あ
る
こ
と
を
記
録
す
る
。

そ
の
成
果
が

〔碧
巌
集
砂
〕
や

〔碧
巌
集
舐
積
砂
〕
と
し
て
纒
め
ら
れ

る
。
し
か
し

〔年
譜
〕
の
編
者
、
直
指
玄
端
は

〔従
容
録
〕
の
提
唱
の

あ

っ
た
こ
と
を
記
録
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
か
。
結
局

そ
れ
は
、
天
桂
の

〔従
容
録
〕
提
唱
は
、
天
桂
会
下
の
人

々
に
と
っ
て

日
常
的
な
こ
と
で
あ

っ
た
と
見
徴
し
え
よ
う
。

で
は
こ
の
よ
う
な
天
桂

の
立
場
は
、
天
桂
独
特

の
も

の
で
あ
ろ
う

か
。

こ
こ
で
、
先
に
述

べ
た
自
香

〔従
容
録
弁
〕
と
、
例
え
ば

8
の

〔従
容
録
紗
〕
の
第

一
則
の
示
衆

「
閉
門
打
睡
」
を
比
較
す
る
と
、

1

従

容

録

弁

先

仏
道

ノ
至
極
祖
ロ

ノ
奥
義

ヲ
云

ハ

世
尊

ハ
摩
蜴

二
室

ヲ
掩

イ
浄
名

ハ
毘

耶

二
ロ
ヲ
閉
達
磨

ハ
九
年
少
林

二
面

壁

ス
ル
ノ
ミ
〇

カ
ラ
徳
山

ハ
吾
宗

二

無
二
語
句

一実

一二

法

ノ
人

二
与

ル
無

イ

ト
モ
云

ワ
レ
タ
〇
然

ソ
バ
閉

門
打

睡

シ
テ
上
上
ノ
媒機

ヲ
接

得

ツ
愛

ニ
ア

ル
コ
ト
〇
然

レ
ド

モ
中
根

下
機

ハ
夫

8

従

容

録

砂

仏
仏
祖
祖
ノ
言
詞
方
便

ハ
有
事
チ
ヤ

倦
テ
閉
門
打
睡
上
上
機
接
先
ツ
ハ
仏

法
ノ
至
極
ヲ
云
フ
ナ
ラ
バ
世
尊
ハ
掩

マ

マ

室
摩
謁
維
摩

ハ
閉

口
毘
耶
達
磨

ハ
面

壁

少
林

ノ
ミ

ニ
テ
閉
門
打
睡

ス
ル

ヨ

リ
外

ハ
ナ
イ
然

ル
ニ
愛

テ
何

ン
ト
上

上

ノ
機

ヲ
接

ス
ル
チ

レ
バ

一
切
衆
生

本
来

成
仏

ニ
シ
テ
誰

レ
カ
是

レ
上
根

レ
デ

ワ
行

ヌ
カ
ラ
止

ム
コ
ト
ヲ
得

ズ

マ
マ

顧
鑑
頻
中

ノ
目
羊
面
羊
色
色

ノ
死
模

様

二
渉

ル
コ
ト
モ
ア
ル
ガ
是
レ

ハ
ス

ツ

ヘ
リ
申
下

ノ
為

ノ
施
説
ト
知

ル
ナ

リ

上
智

ノ
仏
菩
薩

テ
ナ
イ
モ
ノ

ハ
ナ
イ

〇
カ

ラ
片
言
隻
字

ヲ
モ
ロ

ニ
及

バ
ヌ

タ
ダ
閉
門
打
睡

シ
テ
旦
ダ
元

ヲ
リ
云

コ
ト

ノ
鉦
州
イ
ト
知

ラ
シ
ム
ル
ノ
ミ
是

レ

ヲ
我
門

上
機

ノ
接
得

ト
モ
云

チ
ヤ

〇

然

レ
ト
モ
顧
鑑
-

中
下

ノ
〇
或

ハ

実
師
家
分

上
テ
顧
鑑

頻
陣

シ
拮
槌
竪

払

シ
或

ハ
揚
眉
瞬

目
シ
テ
様
様

ノ
死

模
様

ヲ
成

ス
ハ
ス
ツ

ヘ
リ
中
根
下
根

ノ
為

ノ
老
婆

心
チ
ヤ

右
の
よ
う
な
類
似
は
、
8
を
含
む
第

一
の
系
統
に
共
通
す
る
が
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
も
第
二
、
第
三
の
系
統
に
は
あ

て
は
ま
る
こ
と
は
な

い
。
た
だ
推
測
す
れ
ば
、
天
桂
は
1
の
存
在
を
知

っ
て
い
て
、
あ
る
時

期
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
提
唱
を
な
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
う
る
。

次
に
、
13

・
14
に
触
れ
て
お
こ
う
。
先
述

の
よ
う
に
、
両
者
に
と
も

に

〔従
容
録
〕
全
体
に
対
す
る
提
唱
の
記
録
と

い
う
点
で
貴
重
で
あ
る

が
、
と
も
に
独
自
の
立
場
に
立
ち
、
し
か
も
天
桂
系
の
そ
れ
と
は
別
の

内
容
を
有
す
る
。
14
の
筆
写
が
北
野
元
峰
師

の
師
兄
で
あ
る
南
翁
景
置

で
あ
り
、
か

つ
て
北
野
師
旧
蔵
で
あ
る
と
い
う
以
上
、
そ
の
成
立
な
ど

も
定
か
で
な
い
。
か
く
み
る
と
、
〔従
容
録
〕
の
注
釈
書
と
し
て
は
実
に

さ
ま
ざ
ま
な
系
統
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。

そ
れ
ら
の
提
唱

の
思
想
的
背
景
、
あ
る
い
は
、提
唱
の
意
図
す
る
も
の
は
何
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
機
会
に
述
べ
る
。
(曹
洞
宗
宗
学
研
疵
所
所
員
)
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